
静岡県農業教育テキスト
「しずおかの食と農を学ぶ」

問題回答、解説
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本資料は、静岡県農業教育テキスト
「しずおかの食と農を学ぶ」における
発問と留意点、補足情報を掲載しています。
テキストを使用した授業の実施に際し、

必要に応じてご活用ください。



【静岡県の土地と農業の特徴】
○豊かな自然環境…日本一高い富士山、日本一深い駿河湾と、
変化に富んだ土地です。また、富士川、大井川、天竜川など、
多くの水資源にも恵まれています。

○温暖な気候…冬も晴れが多く、雪はほとんど降りません。
そのため日照を活かした秋から冬の生産が盛んです。

○山がちな地形のため、耕作面積の割合は全国に比べて樹園地が
多いのが特徴です。このことから、茶や柑橘など斜面を活かした
農産物が多く生産されています。 2

発 問 留意点

１ 静岡県の農畜産物
①自分が住んでいる市町を○で囲みま
しょう。

囲んでごらん。
○○市ですね。
あっていた人？

②静岡県内でとれる主な農畜産物です。
四角の中の薄い字をなぞりましょう。

初めて知っていたものがある人は発表
しましょう。

・自分が住んでいる市町の場所を指で
おさえ、隣同士確認させる。

・丸をつけ、合っているか確認する。
（必要に応じて）
・お茶は全国の28％、ガーベラは38％、
わさびは59％のシェアを誇ることを
知らせる。

《主な産地》
みかん ：沼津市、静岡市、浜松市
ガーベラ：浜松市
いちご ：伊豆の国市、静岡市、

菊川市
茶 ：沼津市、富士市、静岡市、

川根本町、牧之原市、
掛川市

牛乳 ：富士宮市
わさび ：伊豆市、静岡市

補足情報

○耕地面積（令和7年） (単位:ha､％)

面積 構成比 面積 構成比

田 20,800 36.6 2,300,000 54.3

畑 36,000 63.4 1,939,000 45.7

計 56,800 100.0 4,239,000 100.0
出典：令和7年耕地面積(農林水産省)

静岡県 全国
耕地



【静岡県の農業産出額の構成割合】(令和6年)
○静岡県の農業産出額の構成について
全国と比べると、本県は果実・茶・
花卉の割合が高いことが特徴です。

○静岡県の農業産出額の内訳をみると、
上位5品目が産出額の約半分を占めて
います。
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補足情報

発 問 留意点

□静岡県ではいろいろな農畜産物を
作っています！

・説明を読む。
説明をみんなで読みましょう。

・キーワード（温暖な気候、豊富な
水源、様々な地形と土壌）を丸で
囲ませる。
３つのキーワードを丸で囲みま
しょう

・想像しづらいものは、具体例を
示すなどして知らせると良い。

例）様々な地形と土壌
…富士山などの豊富の湧き水が
あるから、わさびを育てること
ができる。

問題１
静岡県の主な農畜産物のうち、産出額
の全国ランキングで５位以内に入って
いるものはどれでしょうか？下の中か
ら、５つ選んで〇で囲みましょう。
※産出額は、その県で生産された農畜
産物の販売金額です。

・「お茶」に丸つけた人？など順番に
聞いていってもよい。

・答えは、茶、いちご、みかん
わさび、メロンです。

・産出額は、その県で生産された農畜
産物の販売金額ということを抑える。

【R6品目別産出額】
１位→みかん《326億円》
２位→米《269億円》
３位→鶏卵《239億円》
４位→茶（生葉＋荒茶）《214億円》
５位→いちご《133億円》



【農業の多面的機能（役割）】
○農村で農業が継続して行われることによりもたらされるいろいろな｢めぐみ｣を｢農業・農村の有する多面的機能｣と呼んでいます。
○多面的機能には、国土保全や生物多様性の確保などのほか、心の安らぎになる、文化の継承、教育の場、景観保全など、人々の
生活をさまざまな面から支えています。

○こうした働きはお金を出して海外から輸入できるものではなく、国内・県内で農業が営まれているからこそ、もたらされるめぐみ
です。

○多面的機能の例
・洪水を防ぐ ・土の流出を防ぐ ・地下水を作る ・川の流れを安定させる ・生き物を育む
・暑さを和らげる ・農村の景観を保全する ・安らぎをもたらす ・体験学習や教育をする ・文化を継承する
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発 問 留意点

２ 農業のいろいろな役割
問題１
農業にはどんな役割がありますか。
キーワードをなぞりましょう。
・①から順に読み、うすい字をなぞら
せる。

初めて知ったものはどれですか？

・農業が果たす洪水防止、土砂崩れ・
土壌流出等の関係性は理解しづらい
ため、動画を見せたり、解説したり
する。

・大人用の資料も数多く掲載されてい
るため、児童に端末で読み取らせず、
教師が全体に提示するのが望ましい。

問題２
上の①～④に関わりのある風景に、○
をつけましょう。
上のキーワードと関係する絵に○を付
け、近くの人と確認しましょう。
・キーワードと絵を線でつなぎ、農業
の役割を具体的に理解させる。

・キーワードと絵をつなぐことで、
理解をするのが容易になる。

・実態に応じて、何をしている場面
なのかを話し合わせ、理解させると
良い。

補足情報
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発 問 留意点

ほかにもいいことはあるのかな？
問題３
農業が身近にあると、どんないいこと
があるんだろう。イラストと文章を線
でつなげてみましょう。

・あぜを指でなぞらせると理解しやす
くなる。

・田んぼに住む生き物を知っている子
もいる。知っている生き物を発表さ
せてもよい。

補足情報
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発 問 留意点

３ 国消国産って何？
本文を読みましょう。
問題１
つぎの食べ物は、何％くらい国内で
作っているでしょう。◻︎に書きましょ
う。
予想を近くの人に言ってみましょう。

①お米99％ ②牛肉40％ ③大豆7％

・予想を言わせた後には、手を挙げさ
せても良い。

「①のお米は、0%〜25%の間だと
思った人？25〜50％の人？50％〜75%
の人？75%〜100%の人？」

本文を読みましょう。
国消国産と板書し、子どもたちにも言
わせる。
動画を見てみましょう。

・動画をモニターなどで児童に見せる｡

【日本の食料自給率】
○現在の日本の食料自給率は38％(カロリーベース)で、
先進国のなかで最低水準です。

【日本の食と農を取り巻くリスク】
○食と農を取り巻くリスクは年々増加しています。

補足情報

79
73

60
54 53 53

48
43 40 40 39 39 37 38

20

40

60

80

100

昭和

35年

40 45 50 55 60 平成

2年

7 12 17 22 27 令和

2年

6

(％)



【国消国産をすすめると】
○「国消国産」のために私たちが普段からできることは、「国産を選んで食べる」ことです。
新鮮で安全・安心な国産農畜産物を食べることは、日本の農業を応援することになります。
また、食料自給率の向上や、輸入による二酸化炭素の排出を抑えることにもつながります。
「国消国産」は、「食」と「農」の未来を守る合言葉なのです。

【ファーマーズマーケット】
○ＪＡが直営するファーマーズマーケットが各地に多数あります。
農家が持ち込んだ新鮮な野菜や加工品などを販売しています。
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発 問 留意点

問題２
国消国産を進めるために、どのような
取り組みがあるでしょうか。線で結び
ましょう。
・国消国産の具体例を線で結ぶ。
消費者と生産者の取り組みをそれぞ
れ線で結びましょう。

・黒板や資料提示装置で提示するなど
して、線が引けるように支援する。

・消費者とは、食材を買い、食べる私
たちのことを指すことを説明する。

・ＪＡ・生産者がいれば、必要に応じ
て説明してもらう。

問題３
ファーマーズマーケットのキーワード
をなぞりましょう。
・ＱＲコードを読み取らせ、近くの
ファーマーズマーケットを探して
もらう。
一緒にファーマーズマーケットを
探しましょう。

・地域から一番近いファーマーズマー
ケットを探すため、それぞれの端末
で読み取ることが望ましい。

・実態に応じて、住んでいる地域が
地図上のどこにあるか示す。

補足情報
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発 問 留意点

勉強した感想を書きましょう。
学んだことや初めてしったこと、驚い
たこと、これから気をつけたいことを
かいてみましょう。

・早く書けた児童には、発表をしても
らう。そうすることで、時間調整や
遅い児童のお手本になる。

・産出額が全国ランキング上位の農産
物には次のようなものがあります。

予想通りだったものは何ですか？
意外だったものは何ですか？

・最後のページの付録なので全員に分
からせるというより、興味を広げる
ための扱いになる。
自分が気になる分野に手をあげさせ
るなどして、休み時間やお家で調べ
ることを促す。

【静岡県の農林水産業】（令和6年）
○静岡県の農業産出額は、2,396億円で、全国順位は18位になります。
《全国の農業産出額 10兆8,200億円》

○静岡県の主要農畜産物(上位30品目) のなかで、
全国シェア10位以内に入るものが19品目あります。

補足情報
○産出額が全国ランキング上位(6～10位)の農産物

順位 品目

全国第6位 ばれいしょ、きく（切り花）、しょうが

全国第7位 さといも

全国第8位 かんしょ

全国第9位 -

全国第10位 鶏卵


